
多摩川魅力アップ標語募集要領 

１ 目的

多摩川の魅力発信の一環として、多摩川の魅力向上に資する標語を募集し、その制作を通して、多

摩川の自然や文化に対する関心を高め、多摩川での市民活動の高揚を図ることを目的とする。

２ 応募資格

・平成２８年２月２８日に開催する「多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎」に参加する小学生、中学

生、高校生の児童生徒

・川崎市域水辺の楽校（かわさき水辺の楽校、とどろき水辺の楽校、だいし水辺の楽校）の活動に参

加したことのある小学生、中学生、高校生の児童生徒

３ 応募作品数

作品は、１つの団体（発表団体）から３点を限度とし、１人１点とする。

４ 締切

平成２８年２月２２日（月）１７時 必着 

５ 応募先

川崎市建設緑政局緑政部多摩川施策推進課協働推進係宛て

ＦＡＸ番号０４４－２００－３９７９

電子メール 53tamasu@city.kawasaki.jp 
６ 応募方法

ＦＡＸまたは電子メールで「５応募先」宛てに提出する。

７ 作成要領

（１）応募様式

別添の「様式１」を用いる。

（２）文字

ア 標語の文中に「多摩川」または「水、川をイメージする言葉」を使用するものとする。

イ カタカナの使用は可とし、アルファベットは、不可とする。

ウ 標語の文中には句読点は入れないこととし、文字数は２０字以内とする。

（３）記名

応募作品には、次のことを記名する。

・学校又は団体の所在地（例：川崎市川崎区）

・学校又は水辺の楽校名（例：川崎市立〇〇小学校又は〇〇水辺の楽校）

・学年（例：小学校２年生）

・氏名（例：多摩川水子（たまがわみずこ））ふりがなをカッコ書きで記入すること。

８ 審査及び審査結果発表

（１）審査

・川崎市建設緑政局多摩川施策推進課で依頼した者により審査を行う。

・予め、事務局により形式面を判断して標語をしぼり、審査委員の審査に付する。

・各評価項目は５点満点とし、合計で２５点満点とする。



  ・各審査委員の評価点を合計して、得点の高い者に金賞、銀賞をつける。

・同点の場合には、川崎市建設緑政局緑政部長及び多摩川施策推進課長の協議の上、決定する。

（２）発表日程

平成２８年２月２８日（日）「多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎」

（３）賞

入賞作品は、金賞の１点、銀賞の１点の合計２点で、賞状と多摩川の鮎の下敷きを贈呈する。

９ その他

（１）応募作品は未発表のものに限り、著作権はすべて主催者（川崎市）に帰属する。

（２）応募作品は、返却しないこととする。

（３）応募作品は、１団体３点に限り、１人１点とする。

（４）標語の活用

金賞の受賞者については、平成２８年度に作成予定の多摩川のクリアファイルに掲載し、使用す

る。なお、金賞受賞者については、作品の発表にあわせて氏名・学校名・学年を公表しますのであ

らかじめご了承下さい。

10 問い合わせ先
川崎市建設緑政局緑政部多摩川施策推進課協働推進係担当：稲垣・大村

電 話：０４４－２００－２２６８（直通）

ＦＡＸ：０４４－２００－３９７９

電子メール： 53tamasu@city.kawasaki.jp 


